
　
宮
崎
中
央
会
は
、
中
央
労
福
協
に
加

盟
す
る
全
国
の
労
福
協
と
と
も
に
、
連

合
宮
崎
や
労
金
・
こ
く
み
ん
共
済

c
o
o
p
と
連
携
し
、「
2
0
2
3
全

国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
取
り

組
み
ま
す
。

　
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ

渦
は
完
全
収
束
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が

2
0
2
3
年
5
月
25
日
よ
り「
５
類
」に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

在
、
社
会
経
済
活
動
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
3
年
間「
中
止
」

や「
縮
小
」を
余
儀
な
く
さ
れ
た
取
り
組

み
を
確
実
に
実
施
し
、
全
国
一
体
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
、
活
動
を

通
じ
て
地
域
活
動
の
実
践
を
着
実
に
す

す
め
て
い
く
と
と
も
に
、
労
福
協
運
動

の
社
会
的
存
在
価
値
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
に
お
い
て
も
、
私
た

ち
労
福
協
が
使
命
と
役
割
を
発
揮
し
、

困
難
を
抱
え
る
生
活
者
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
す
活

動
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
宮
崎
県

お
よ
び
9
市
へ
の
自
治
体
要
請
や
、
社

会
的
な
広
報
啓
発
の
一
環
と
し
て
年
末

に
講
演
会
を
開
催
し
併
せ
て
、
若
者
の

み
な
ら
ず
今
や
全
世
代
の
課
題
と
な
っ

て
い
る「
奨
学
金
」に
関
し
て
、
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
宮
崎
・
延
岡
・
都

城
に
お
い
て
、「
も
う
悩
ま
な
い
で
。

奨
学
金
返
済
Q
&
A（
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
）」を
活
用
し
、
全
国
の
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
と
と
も
に
、
奨
学

金
返
済
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
の
相
談

を
促
し
解
決
の
糸
口
を
図
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　
ま
た
、「
高
等
教
育
費
の
漸
進
的
無

償
化
と
負
担
軽
減
へ
向
け
て
の
政
策
提

言
」を
素
材
と
し
た
啓
発
活
動
を
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

1
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称

「
2
0
2
3 

全
国
福
祉
強
化

　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

2
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

2
0
2
3
年
10
月
〜
2
0
2
3
年
11
月

3
．
全
国
共
通
テ
ー
マ

❶
労
働
者
福
祉
運
動
で〝
共
助
の
輪
〞

を
地
域
に
広
げ
よ
う
！

❷
生
活
・
就
労
支
援
を
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
支
え
よ
う
！ 

◆
合
言
葉
：「
今
こ
そ
、労
福
協
の
力
を
。」

4
．
宮
崎
県
内
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み

❶
県
内
自
治
体
へ
の
要
請
行
動（
宮

崎
県
・
9
市
）

❷
講
演
会
の
開
催（
2
0
2
3
年
12

月
18
日（
月
））

福祉強化キャンペーン福祉強化キャンペーン全国2023

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会

11No.5792023
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2
0
2
3
年
10
月
29
日
（
日
）
宮
崎

観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
県
内
の
加
盟

構
成
組
織
や
地
域
協
議
会
・
地
区
会
議

の
組
合
員
約
2
0
0
名
が
参
加
し
、
第

33
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
中
川
会
長
が
、

組
織
拡
大
、
2
0
2
3
春
季
生
活
闘
争
、

平
和
へ
の
取
り
組
み
、
政
治
に
つ
い
て

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
連
合
本
部

会
長
の
芳
野
友
子
さ
ま
、
宮
崎
県
知
事

の
河
野
俊
嗣
さ
ま
（
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
）、
国
民
民
主
党
宮
崎
県
総
支
部
連
合

会
代
表
の
長
友
慎
治
さ
ま
、
社
会
民
主

党
宮
崎
県
連
合
幹
事
長
の
松
田
浩
一
さ

ま
、
立
憲
民
主
党
宮
崎
県
総
支
部
連
合

会
代
表
の
渡
辺
創
さ
ま
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
活
動
報
告
、
2
0
2
4

年
度
活
動
方
針
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

大
会
宣
言
等
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
が
あ
り
、

吉
岡
英
明
会
長
（
自
治
労
）、
白
﨑
洋
一

事
務
局
長
（
電
力
総
連
）
の
新
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
際

し
て
、
連
合
宮
崎
・
構
成
組
織
・
地
域

協
議
会
・
地
区
会
議
が
一
体
感
の
あ
る

取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
、
吉
岡
会
長
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
、
第
33
回
定
期
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

大
会
宣
言
等
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
が
あ
り
、

吉
岡
英
明
会
長
（
自
治
労
）、
白
﨑
洋
一

事
務
局
長
（
電
力
総
連
）
の
新
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
際

し
て
、
連
合
宮
崎
・
構
成
組
織
・
地
域

協
議
会
・
地
区
会
議
が
一
体
感
の
あ
る

取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
、
吉
岡
会
長
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
、
第
33
回
定
期
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

第33回

連
合
宮
崎

定
期
大
会

主催者代表挨拶　中川会長

連合本部　芳野会長

宮崎県知事　河野俊嗣 様

議長団
（青木太世代議員、岩﨑真寿美代議員）

組合表彰

司会者挨拶

新役員代表挨拶　吉岡新会長

意見要望

社会民主党宮崎県連合　幹事長　松田 浩一 様

立憲民主党宮崎県総支部連合会　代表　渡辺 創 様

国民民主党宮崎県総支部連合会　代表　長友 慎治 様
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鬼
束
宮
崎
県
本
部
長

野
﨑
県
本
部
推
進
委
員
長

そ
の
後
、
県
推
進
委
員
会
の
下
期
の
取
り

組
み
に
向
け
て
、①「
宮
崎
県
本
部
推
進
委
員

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、②「
推
進
委
員

会
活
動
強
化
費
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
が
提
起
さ
れ
、
全
体
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に「
九
州
ろ
う
き
ん
の
業
務
改
革
」
と

題
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
に
よ
る
研
修
会
を
行
い
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

※
労
組
会
計
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
向

け
た「
ろ
う
き
ん
会
計
事
務
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

限
定
的
と
な
り
、
各
地
区
で
推
進
委
員
会
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ろ
う
き

ん
運
動
を
各
店（
地
域
）
推
進
委
員
会
と
ろ
う

き
ん
が
連
携
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
会
員
構
成
員
の
経
済
的
地
位
の
向
上
と

労
働
者
福
祉
運
動
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

九
州
ろ
う
き
ん
宮
崎
県
本
部
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
10
月
27
日（
金
）、
九
州
労
働

金
庫
宮
崎
県
本
部
３
階
会
議
室
に
お
い
て

2
0
2
3
年
度
第
２
回
宮
崎
県
本
部
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
働
組
織
と
し
て
の《
ろ
う
き
ん
》
の
特
徴

は
、
会
員（
労
働
組
合
・
互
助
会
等
）
が
主
体

的
に〈
ろ
う
き
ん
〉
の
事
業
運
営
に
参
画
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本
委
員
会
は
、
そ
の
た

め
の
組
織
で
あ
り
、
会
員
相
互
の
協
働
と
連

携
を
強
め
、
日
常
的
に
職
場
と
地
域
の
中
で

〈
ろ
う
き
ん
〉
運
動
を
推
進
し
、
労
働
者
福
祉

運
動
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
県
本
部
推
進
委
員
会
を
代
表

し
て
野
﨑
推
進

委
員
長
よ
り
開

催
に
あ
た
っ
て

挨
拶
が
行
わ
れ
、

2
0
2
3
年
9

月
8
日（
金
）
開

催
の
第
2
回
九

州
推
進
会
議
報

告
と
、
11
月
17

日（
金
）
開
催
予

定
の
第
18
回
九

州
推
進
機
構
代

表
者
研
修
会
に

つ
い
て
の
案
内

が
行
わ
れ
た
後
、

鬼
束
県
本
部
長

か
ら
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

県
本
部
推
進
委
員
会
の
様
子
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2023
年 度

2
0
2
3
年
10
月
12
日（
木
）
〜
13
日

（
金
）
に
か
け
て
、
九
州
・
沖
縄
の
各
労

福
協
・
事
業
団
体
よ
り
99
名
が
参
加
し
、

熊
本
市
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
熊
本
ニ
ュ
ウ
ー
ス
カ
イ
に
お
い
て
南

部
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
研
究
集
会
の
目
的
は
、
労
働
者
福

祉
運
動
の
推
進
に
あ
た
り
、
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
に
結
集
す
る
各
県
労
福
協
お

よ
び
事
業
団
体
が
と
も
に
研
究
・
学
習
し
、

多
く
の
働
く
人
々
が
直
面
し
て
い
る
暮

ら
し
や
社
会
的
問
題
へ
の
認
識
の
共
有

化
を
図
り
、
と
も
に
連
帯
し
、
課
題
解

決
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
集
会
で
は
、
２
つ
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、
食
料
自
給
率
が
低
下
す

る
日
本
に
お
い
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画「
弁
当
の
日
」
を
視
聴
し
食
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
を
醸
成
す
る
こ
と
、

続
く
シ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
ザ
ー
ズ
代
表

の
難
波
裕
扶
子
講
師
か
ら
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
か
ら「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
食
べ
方

〜
食
卓
か
ら
世
界
を
か
え
る
〜
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
食
に
つ
い
て
学
び

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
を
で
き
る
だ

け
購
入
し
て
い
く
こ
と
が
、
過
酷
な
児

童
労
働
等
の
撲
滅
に
繋
が
る
と
い
う
こ

と
だ
と
い
え
ま
す
。

※
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
＝
生
産
者
・
労
働

者
に
対
し
て
正
当
な
対
価
を
支
払
う

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
発
展
途
上
国
の
人
々
の
生
活
を

改
善
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会「
研
究
集
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

友
田
孝
行
会
長

の
実
施
に
よ
っ
て
、
途
上
国
の
貧
困

問
題
の
解
決
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら

の
国
の
製
品
や
現
状
を
購
入
し
た
企

業
や
消
費
者
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
も
た
ら
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
安
定
し
た
収
入
や
、
安
心
・

安
全
な
労
働
環
境
を
重
視
し
、
継
続

的
に
適
正
価
格
で
取
引
す
る
こ
と
で
、

生
産
に
関
わ
る
人
の
衣
食
住
や
健
康

的
な
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
生

活
が
安
定
す
れ
ば
、
児
童
労
働
は
不

要
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
将
来
の
選
択
肢

が
広
が
る
と
い
う
も
の
。

２
つ
目
は
、
熊
本
地
震
発
生
時
か
ら

被
災
現
場
を
取
材
し
、
そ
し
て
復
興
復

旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通
し
て
地
域

の
人
々
の
繋
が
り
を
肌
で
感
じ
て
こ
ら

れ
た
、
熊
日
新
聞
論
説
委
員
の
小
多
崇

氏
の
講
演
で
し
た
。
話
を
聞
き
な
が
ら

「
す
べ
て
の
人
が
手
を
結
び
合
い
、
助
け

合
う
社
会
」
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
実

現
と
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
道
標
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
中
央
労
福
協
・
南
部
事
務
局

長
か
ら
は
、
2
0
2
3
全
国
福
祉
強
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、
目
的
と
取

組
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
、
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
の
説
明
を
受
け
、
最
後
に
、「
今

こ
そ
、
労
福
協
の
力
を
！
」
を
合
言
葉
に
、

今
後
の
職
場
生
活
・
職
場
運
営
・
社
会

的
活
動
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
全
体

で
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

シンク・オブ・アザーズ代表　難波裕扶子氏

中央労福協　南部美智代事務局長

熊日新聞論説委員
小多　崇氏
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変
動
金
利
型
の
住
宅
ロ
ー
ン（
元
利
均

等
返
済
）
に
は
、「
5
年
ル
ー
ル
」
と

「
1
2
5
％
ル
ー
ル
」
が
用
意
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
今
年
の
一
月
号
で
書
き
ま
し

た
。
変
動
金
利
型
で
は
、
金
利
が
高
く

な
る
と
、
そ
の
分
だ
け
利
息
負
担
が
ど

ん
ど
ん
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
償
還

期
限
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
そ
の
増
え

た
利
息
負
担
分
だ
け
、
元
金
返
済
が
鈍
っ

て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
適
用
金
利
は
、
年
２
回

見
直
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
し
か

し
、
金
利
見
直
し
の
た
び
に
毎
月
返
済

額
が
変
わ
る
の
は
大
変
と
い
う
こ
と
で
、

毎
月
の
返
済
額
は
５
年
ご
と
に
見
直
し

（
5
年
ル
ー
ル
）
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
６

年
目
か
ら
の
返
済
額
は
、
上
限
を
設
け

て
返
済
額
を
直
近
の
1
2
5
%（
1
．

2
5
倍
）
以
内
に
な
る
よ
う
に
、
利
息
分

を
増
や
し
元
金
を
差
し
引
い
て
返
済
額

が
一
定
に
な
る
よ
う
金
利
分
を
調
整
し

ま
す
。
そ
の
際
、
差
し
引
か
れ
た
元
金

は
、
免
除
さ
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

毎
月
返
済
し
て
い
て
も
、
適
用
金
利

の
上
昇
で
利
息
負
担
が
増
え
、
下
手
を

す
る
と
毎
月
返
済
額
の
全
て
が
利
息
で

占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
元
金
が
1

円
も
減
ら
な
い
…
…
そ
ん
な
事
態
に
陥

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
返
済
期
間
の

延
長
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
残
っ

た
多
額
の
元
金（
残
債
）
は
、
償
還
最
後

の
月
に
一
括
で
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
変
動
金
利
」の
恐
ろ
し
い
リ
ス
ク
で
す
。

　

年
末
調
整
、
確
定
申
告
の
時
期
に
な

り
ま
す
。
夫
婦
共
有
名
義
で
住
宅
ロ
ー

ン（「
ペ
ア
ロ
ー
ン
」「
連
帯
債
務
」）
を
組

む
と
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
で
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
は
所
得
税
、
住
民
税
が
減
税
さ
れ

る
制
度
の
た
め
、
所
得
が
な
け
れ
ば
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
妻
が
退
職

し
て
専
業
主
婦
と
な
っ
た
と
き
は
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
「
ペ
ア
ロ
ー
ン
」「
連
帯
債
務
」
は
、
専

業
主
婦
と
な
っ
て
収
入
が
な
く
な
っ
て

も
、
妻
分
の
住
宅
ロ
ー
ン
は
妻
が
返
済

し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
夫
が

妻
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
肩
代
わ
り
す
る
と
、

妻
分
の
残
債
を
返
す
形
と
な
る
た
め
、

妻
の
ロ
ー
ン
残
債
に
応
じ
た
贈
与
税
が

発
生（
暦
年
贈
与
で
は
１
年
間
に
1
1
0

万
円
ま
で
非
課
税
）
し
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
ロ
ー
ン
を
借
り
換
え
て
夫
の
単
独
名

義
と
す
る
に
は
、
ほ
か
の
金
融
機
関
で

改
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
形
と
な
り

ま
す
。
そ
の
際
は
、
新
規
借
り
入
れ
時

と
同
様
、
金
融
機
関
の
審
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
は
、

返
済
で
き
な
い
状
況
も
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
う
え
で
、
適
し
た
方
法
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

宮崎推進本部
（宮崎県共済生活協同組合）

詳しくはHPをご覧ください。
https://www.zenrosai.coop/app.html
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九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる!」九州ろうきん。
●ローンセンター宮崎 （0985）26-9207　●延岡支店【融資部門】 （0982）35-6657
●日南支店 （0987）23-3191　●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店【融資部門】 （0986）23-2257
●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店　　 （0983）23-0740　●日向支店　　　　　 （0982）52-6131
●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店　 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所　 （0985）26-3906

◎キャンペーン金利は、（一社）日本労働者信用基金協会保証によるお申込み、かつ 2024 年 4 月 30 日までに受付し、2024 年 5 月 31 日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。その他の保証会社
でのお申込みはキャンペーン金利が適用されませんのでご注意ください。キャンペーン金利以外の借入条件（金利等）は、九州ろうきんホームページまたは店頭でご確認ください。◎キャンペーン期間中に表示
金利が変更される場合もございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異なる場合がございます。◎変動金利型は、年 2 回適用金利を見直します。ただし、「教育ローン（カード型）」については、カードロー
ンご利用期間中は年 4 回、元利金ご返済期間中は年 2 回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、手数料（税込 5,500 円）がかかります。変更内容によっ
ては、ご希望に添えない場合もございます。◎お借入予定資金に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換が含まれる場合は条件がございます。◎Web 完結型教育ローンは、所属される労働組合・共済会・
互助会等との取り決めにより、お申込みを受付できない場合がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に〈ろうきん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの「ローンシミュレーション」も
ご利用いただけます。◎記載内容は、2023 年 10 月 1 日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。◎金利引下には、カードローンのご契約等、取引条件がございます。　◎くわ
しくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受付時間/平日 9：00～17：00
0120-796-210

お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル
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お 知 ら せ

　当初予定しておりました寺島実郎氏が12月に入院する連絡があり、
講演者を変更することになりました。
　次の講演者については、ＴＢＳ報道特集でお馴染みのジャーナリスト

「金平茂紀氏」となります。なお、テーマについては今後打ち合
わせ予定ですが、日時等に変更はありません。

お正月は「おせちの鉄人」で日本各地の有名料亭/レストランのおせち料理をご堪能ください

おせち商品の他　スイーツやグルメギフトの商品もあります 充実のラインアップ！！

その他、詳細は
デジタルパンフレットを
ご参照くださいませ⇨

おせちの鉄人

ご予約承り期間
２０２３年１２月１４日（木）１９時まで
※お申込締切日が異なる商品がございます。
　詳しくはパンフレットの各商品詳細をご覧ください。

お申込み/お問い合わせは 〒880-0806　宮崎市広島1-12-17

四谷・日本料理鈴なり
和の三段重（※イメージ）

湯めぐり海百景
鳥羽シーサイドホテル
新春おせち　山海玉手箱
（※イメージ）

一般社団法人  宮崎県勤労者旅行会　ＴＥＬ：0985-24-1555

◆ 60周年記念講演会の講師が変更となります ◆

■ 金平茂紀氏のプロフィール
　ジャーナリスト。1953年、北海道旭川市生まれ。東京大学文学部社会

学科卒。1977年、TBS入社。以降、社会部記者、「ニュースコープ」副

編集長、モスクワ支局長、ワシントン支局長、アメリカ総局長、「筑紫哲也

NEWS２３」編集長、報道局長などを歴任。2010年より2022年まで「報道

特集」メインキャスター。早稲田大学大学院客員教授（2013年～ 2023年）

を経て、2022年より沖縄国際大学非常勤講師。2004年度、ボーン上田記

念国際記者賞受賞。2022年度、外国特派員協会「報道の自由賞」を受賞。

著書『ロシアより愛をこめて』（2023年9月に集英社文庫として増補版が再

刊）、『沖縄ワジワジー通信』『筑紫哲也NEWS２３とその時代』など多数。

翻訳絵本に『じじつは　じじつ、ほんとうのことだよ』。
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「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　企業・事業所のトップの方に、従業員が仕事と生活の
両立ができるような、「働きやすい職場づくり」への具体
的な取組を宣言していただく制度です。令和５年10月
１日時点で累計1,566事業所が登録しています。

「仕事と生活の両立応援宣言」とは

●県のホームページや刊行物などで広く紹介します！
●宣言書（左見本）を額縁に入れてお渡しします！
●次世代法に基づく一般事業主行動計画の公表先と
　して活用できます！

登録すると…

•家族の病気等、急な休みの時は他の従業員でサポートします
•子どもをもつ従業員の学校行事やPTA活動への積極的な参加
　を推奨します
•年次有給休暇のさらなる取得率アップを目指します　　　　など

【宣言内容の例】

宮崎県雇用労働政策課 労政福祉担当
TEL：0985－26－7106 ／ FAX：0985－32－3887
Email：koyorodoseisaku@pref.miyazaki.lg.jp

お問合せ・お申込み先

検 索宮崎県　仕事と生活の両立

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

　
2
0
2
3
年
7
月
28
日（
金
）に
開
催

さ
れ
た「
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
宮
崎

推
進
本
部 

第
6
回
組
合
員
代
表
者
会
議
」

に
お
い
て
事
務
局
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
今
泉
と
申
し
ま
す
。

　
私
事
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

は
、
約
30
年
前
に
当
時
の
全
労
済
に
採

用
い
た
だ
き
、
最
初
の
配
属
先
が
全
労

済
宮
崎
県
本
部
で
あ
り
、
様
々
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
の
宮
崎
の
勤

務
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
採
用
が
約
30
年
前
と
い
う
こ
と

で
、
私
の
世
代
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

や
バ
ブ
ル
世
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
最
近
採
用
さ
れ
た
方
は「
Z
世
代

（
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Z
）」と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
Z
世
代
の
方
は
、
デ
ジ
タ
ル

機
器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
生
ま
れ
た

時
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て

い
た
世
代
だ
そ
う
で
す
。

　
か
く
い
う
私
の
子
供（
娘
）も
Z
世
代

で
あ
り
、
娘
と
の
更
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
め
ざ
し
、先
日「
先
生
、

ど
う
か
皆
の
前
で
ほ
め
な
い
で
下
さ
い
」

と
い
う
本
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
書
は
、
大
学
の
教
授
が
、
最
近
の

若
者
の
様
々
な
言
動
の
デ
ー
タ
分
析
を

行
い
、
若
者
の
考
え
方
・
行
動
等
を
考

察
さ
れ
た
著
書
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る「
先
生
、
ど
う

か
皆
の
前
で
ほ
め
な
い
で
下
さ
い
」は
、

作
者
の
教
授
が
実
際
に
学
生
か
ら
言
わ

れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
学
生
は「
皆
の

前
で
ほ
め
ら
れ
る
＝
圧
」と
感
じ
る
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
学
生
も
ほ
め
ら

れ
る
は
嫌
い
で
は
な
く
、
ほ
め
る
時
は
、

皆
が
い
な
い
所
で
人
前
で
は
な
い
所
で

や
っ
て
も
ら
い
た
い
そ
う
で
す
。

　
私
の
目
か
ら
音
を
た
て
て
鱗
が
落
ち

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
逆（
ほ
め
る
時
は

皆
の
前
で
、
指
導
す
る
と
き
は
内
々
で
）

と
教
え
ら
れ
た
世
代
で
あ
り
、
個
人
的

に
も
実
践
し
て
き
た
世
代
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
の
若
者
の
仕
事
観
と
し

て「『
あ
り
が
と
う
』と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
」「
社
会
貢
献
し

た
い
」と
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
を
読
み
終
え
、
自
分
・
世
代
の

先
入
観
は
横
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
何

が
良
い
の
か
、
悪
い
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
等
を
、
世
代
を
超
え
て
話

し
合
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
是
非
、
今
後
の
私

と
娘
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

向
け
て
一
助
に
し
た
い
も
の
で
す
。

こくみん共済coop＜全労済＞
宮崎推進本部　事務局長

（宮崎県労働者福祉団体中央会監事）

今泉 信一郎さん

●
発
行
所
 一
般
社
団
法
人
 宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
　
宮
崎
市
別
府
町
３
番
９
号
　
労
働
福
祉
会
館
４
階
　
TE
L2
4
-5
5
5
0
　
●
発
行
人
 吉
岡
英
明
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